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国庫支出金28億369万8千円(7.7%)　

自
主
財
源
比
率
は
、
34
・
２
％

　
平
成
17
年
度
当
初
予
算
が
成
立
し
ま
し

た
。「
人
と
自
然
の
交
流
文
化
都
市
」
を
目

指
し
た
「
新
市
建
設
計
画
」
を
も
と
に
、
次

の
４
点
を
基
本
方
針
と
し
て
編
成
し
て
い

ま
す
。

①
事
務
事
業
の
見
直
し
　
全
事
務
事
業
に

　
対
し
て
再
構
築
を
図
り
、
職
員
一
人
ひ

　
と
り
が
コ
ス
ト
意
識
を
持
つ
こ
と
。

②
補
助
金
等
の
見
直
し
　
各
種
団
体
へ

　
の
補
助
金
を
合
併
年
度
ま
で
と
し
、

　
全
て
の
補
助
金
を
見
直
し
、
運
営
費

　
か
ら
事
業
費
補
助
へ
転
換
を
図
り
効

　
果
的
な
交
付
を
行
う
こ
と
。

③
財
源
の
確
保
　
国
・
県
の
予
算
動
向

　
に
注
目
し
、
積
極
的
に
財
源
の
確
保

　
を
図
る
こ
と
。
徴
税
努
力
を
引
き
続

　
き
行
い
収
納
率
を
上
げ
る
こ
と
。
使

　
用
料
及
び
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
受

　
益
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
適

　
正
な
料
金
の
あ
り
方
を
検
討
し
見
直

　
す
こ
と
。

④
歳
出
の
抑
制
　
経
常
経
費
は
全
事
務

　
事
業
の
効
果
を
検
証
し
、
最
小
限
で

　
最
大
の
効
果
を
得
る
こ
と
に
努
め
る

　
こ
と
。

　
歳
入
で
は
、
消
費
の
伸
び
な
ど
景
気

の
回
復
傾
向
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
国

の
三
位
一
体
の
改
革
に
伴
う
国
庫
補
助

市税73億6,427万6千円(20.3%)

分担金及び負担金
5億3,206万9千円(1.5%)

使用料及び手数料　7億8,378万円(2.2%)

財産収入4,901万円(0.1%)

繰入金23億9,777万6千円(6.6%)

諸収入10億4,460万1千円(2.9%)

地方交付税107億円(29.5%)

県支出金17億5,614万円(4.8%)

寄附金605万円(0.0%)

市債67億5,960万円(18.6%)

交通安全対策特別交付金
1,200万円(0.0%)

繰越金　2億円(0.6%)

ゴルフ場利用税交付金3,500万円(0.1%)
自動車取得税交付金2億5,000万円(0.7%)

地方消費税交付金6億5,000万円(1.8%)

地方譲与税6億4,000万円(1.8%)

減税補てん特例交付金2億円(0.6％)

株式等譲渡所得割交付金600万円(0.0%)
配当割交付金2,800万円(0.1%)
利子割交付金3,200万円(0.1%)

■市税　
市民の皆さんから納めていただく税
金や会社の法人市民税など

■繰入金
各種基金から一般会計に繰り入れた
お金

□地方交付税
国の所得税、法人税、酒税などの
一部について市の財政需要に応

□県支出金
事業を行うための県からの負担
金など

□国庫支出金
事業を行うための国からの負担
金など

□地方債
事業を行うために市が借り入れ
たお金

■使用料・手数料
公共施設の使用料、住民票・戸籍
などの交付手数料

じ、一定の基準に基づいて国か
ら交付されるお金
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負
担
金
の
削
減
、臨
時
財
政
対
策
債
の
大

幅
な
減
額
措
置
等
が
見
込
ま
れ
、一
般
財

源
の
確
保
に
つ
い
て
は
非
常
に
厳
し
い
財

政
状
況
の
下
で
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、歳
入
額
の
積
算
に
あ

た
っ
て
は
、合
併
に
よ
る
特
殊
要
因
が
見

込
ま
れ
ま
す
が
、特
に
地
方
交
付
税
等
の

一
般
財
源
に
つ
い
て
は
安
全
確
実
な
額
の

計
上
に
努
め
た
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

　
結
果
、
歳
入
構
成
比
で
は
、
地
方
交
付

税
29
・
５
％
、
市
税
20
・
３
％
、
地
方
債

18
・
６
％
、
国
県
支
出
金
で
12
・
５
％
、

繰
入
金
６
・
６
％
、
そ
の
他
の
譲
与
税
、

交
付
金
、
使
用
料
及
び
手
数
料
等
で
12
・

５
％
と
な
り
、
自
主
財
源
比
率
は
34
・
２

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
長
期
的
に
も
、

地
方
税
等
を
中
心
と
し
た
自
主
財
源
の

増
収
確
保
、
財
政
基
盤
の
強
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
予
算
の
歳
出
総
額
は
、
３
６

２
億
５
０
０
０

万
円
で
、
目
的
別

で
は
、
民
生
費
が

72
億
１
４
２
４

万
４
千
円
、
教
育

費
が
65
億
６
８

２
５
万
円
、
公
債

費
が
、
51
億
２
４

４
９
万
３
千
円
。

続
い
て
、
総
務

費
、
土
木
費
、
衛

生
費
、
農
林
水
産

業
費
、
消
防
費
、
商
工
費
、
議
会
費
、
災

害
復
旧
費
、
労
働
費
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
主
な
財
政
指
標
は
上
表
に
示
し
て
あ

る
と
お
り
で
す
。特
に
経
常

収
支
比
率
で
は
、93
・
２
％
、

起
債
制
限
比
率
11
・
４
％
、

市
債
残
高
が
４
９
７
億
円

を
超
す
状
況
で
、更
に
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
出
の
性
質
別
予
算
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

性質別予算

議会費　
2億5,756万1千円(0.7%)

総務費48億9,304万3千円(13.5%)

民生費2億1,424万4千円(19.9%)

衛生費30億7,654万7千円(8.5%)

労働費
817万2千円(0.0%)

農林水産業費29億3,389万 3千円(8.1%)

商工費6億4,625万円(1.8%)

土木費43億9,499万1千円(12.1%)

消防費8億8,063万9千円(2.4%)

教育費65億6,825万円(18.1%)

災害復旧費　
2億2,191万7千円(0.6%)

予備費3,000万円(0.1%)

公債費51億2,449万3千円　(14.2%)
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平
成
17
年
度
の
予
算
を
近
隣
４
市(

篠

山
市
、
福
知
山
市
、
三
木
市
、
三
田
市)

と
人
口
・
面
積
規
模
で
似
通
っ
た
北
海

道
千
歳
市
と
を
比
較
し
、
丹
波
市
の
現

状
を
分
析
し
ま
す
。

　
面
積
の
広
さ
、
人
口
密
度
の
低
さ
が

開
発
効
率
を
悪
く
し
て
い
る
。

　
丹
波
市
は
、
７
万
人
の
人
々
が
４
９

３
・
28
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
の
広
大

な
面
積
の
上
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
人
口
70
万
人
の
阪
神
北
地
域
（
伊

丹
市
、
宝
塚
市
、
川
西
市
、
三
田
市
、
猪

名
川
町
の
合
計
４
８
０
・
98
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
ま
す
。
谷
あ
い
が
複

雑
に
入
り
組
む
地
形
に
、
阪
神
北
地
域

と
同
じ
よ
う
に
道
路
、
水
道
、
下
水
道
な

ど
を
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
つ
ま
り
面
積
が
広
く
人
口
密
度
が

低
い
た
め
、
開
発
効
率
が
悪
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ほ
ぼ
同
人
口
で
あ
る
三
木
市
と
比

較
し
ま
す
と
別
表
の
と
お
り
で
、
同
数
市

民
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
に
も
、
初
期
・

維
持
管
理
と
も
出
費
が
多
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
は
事
業
額
に
大
き
く
跳
ね

返
っ
て
き
ま
す
。

　
68
億
円
の
持
ち
寄
り
基
金
の
う
ち
、
24

億
円
を
消
化
、
こ
の
ま
ま
行
く
と
平
成
20

年
度
予
算
が
組
め
な
い
。

　
今
年
度
の
予
算
で
、
財
政
調
整
基
金

（
市
の
貯
金
）68
億
円
の
う
ち
、24
億
円
を

取
り
崩
し
予
算
化
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

と
同
じ
ペ
ー
ス
で
今
後
も
予
算
計
上
し
て

い
く
と
、
17
、
18
、
19
年
度
の
３
年
で
使

い
果
た
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
同
じ
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
今
後
劇
的
に
市
内
で
景
気
が
回
復

す
る
か
、
優
良
企
業
の
多
数
進
出
に
よ
り

税
収
が
増
加
す
る
か
、
法
制
度
が
地
方
財

政
に
手
厚
い
も
の
に
な
る
よ
う
変
更
に
な

る
か
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
交
付
税
は

10
年
間
合
併
し
な
か
っ
た
場
合
を
想
定
し

た
分
だ
け
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
10

年
間
同
じ
ペ
ー
ス
で
事
業
を
行
う
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
10
年
間
で
ぜ
い
肉
を
削

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ぎ
落
と
せ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
歳
出
の
徹
底
し
た
見
直
し

　
予
算
査
定
は
厳
格
に
行
い
必
要
な
事

業
の
み
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。
必
要

性
、
効
率
性
が
高
い
も
の
を
さ
ら
に
精

査
し
、
緊
急
性
の
低
い
も
の
や
既
に
役

割
を
終
え
た
事
業
は
撤
退
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
人
口
規
模
、
面
積
、
地
域
事
情
は
様
々

で
一
概
に
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
が
、
丹

波
市
と
ほ
ぼ
同
人
口
で
あ
る
三
木
市
で

は
、
１
２
０
億
円
も
少
な
い
予
算
で
や

り
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
事
業
内
容
を

見
直
し
類
似
団
体
の
レ
ベ
ル
ま
で
予
算

額
を
調
整
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
仮
に
３
０
０
億
円
ま
で
予
算
を
圧
縮

す
る
と
自
主
財
源
比
率
は
41
・
26
％
、
２

５
０
億
円
に
な
る
と
49
・
51
％
と
な
り
、

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
額
に
近
づ
き
ま

す
。

　
人
件
費
の
割
合

　
経
常
的
収
入
の
一
般
財
源
（
２
０
０

億
５
５
４
１
万
５
千
円
）
に
占
め
る
人

件
費
の
割
合
は
34
・
84
％
で
69
億
８
８

０
７
万
２
千
円
あ
り
ま
す
。
市
制
を
敷

く
自
治
体
で
は
25
％
程
度
（
約
50
億
円
）

丹波市と三木市のデータ比較
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者
の
補
充
は
最
小
限
に
留
め
ス
リ
ム
な

体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
が

　「

が
標
準
的
な
数
値
で
す
。
急
激
な
人
員

削
減
は
、
地
方
公
務
員
法
上
不
可
能
で

す
し
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
直
結
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
削
減
し
た
人
員
に
見
合
う
だ

け
、
業
務
が
減
量
さ
れ
る
わ
け
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。し
か
し
、突
出
し
た
数
字
で

あ
り
、適
正
な
定
員
管
理
を
行
い
、退
職

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

単位：千円

単位：千円

歳入の項目別他市との比較

歳出の項目別他市との比較

　
こ
の
言
葉
が
よ
く
国
家
予
算
の
話
題

の
中
で
出
て
き
ま
す
が
、
市
の
予
算
に

当
て
は
め
ま
す
と
、
歳
入
の
う
ち
借
金

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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合併時の基金残高

平成16年度末と17年度末の起債残高見込額

単位：千円

単位：千円
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市
が
保
有
す
る
基
金
と
起
債
残
高

　
市
の
財
政
状
況
を
分
析
す
る
場
合
、

累
積
の
基
金
（
貯
金
）
と
起
債
（
借
金
）

残
高
も
大
事
な
数
字
で
、
下
表
の
よ
う

に
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
起
債
残
高
が

多
い
理
由
は
、
次
の
３
点
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

①
平
成
３
年
の
日
米
構
造
協
議
で
内
需

　
拡
大
が
要
求
さ
れ
た

②
バ
ブ
ル
経
済
後
の
景
気
対
策
が
必
要

　
で
あ
っ
た

③
平
成
５
年
か
ら
７
年
に
は
、
所
得
税

　
や
住
民
税
の
減
税
が
行
わ
れ
、
財
源

　
不
足
が
起
こ
っ
た

と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

受
け
、
地
方
単
独
事
業
が
増
え
、
財
源
不

足
を
起
債
に
求
め
ま
し
た
。
市
内
で
は

下
水
道
や
施
設
整
備
が
盛
ん
に
な
り
ま

で
あ
る
市
債
が
67
億
５
９
６
０
万
円
、

歳
出
の
う
ち
借
金
の
返
済
額
で
あ
る
公

債
費
が
51
億
２
４
４
９
万
３
千
円
と
16

億
３
５
１
０
万
７
千
円
の
赤
字
で
す
。

こ
れ
は
借
金
額
が
返
済
額
を
上
回
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
累
積
赤
字
が
増
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
今
の
世

代
が
負
担
を
超
え
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

享
受
し
、
将
来
の
世
代
に
負
担
を
転
嫁

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
三
田
市
を
除
く
各
市
で
は
公
債
費

（
返
済
額
）が
市
債（
新
た
な
借
金
額
）を

上
回
り
累
積
赤
字
解
消
に
舵
取
り
が
で

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
ま
す
。
高
額
な
支
出
が
常
態
化
し
、
収

入
を
大
き
く
上
回
る
と
、
代
償
は
後
世

市
民
の
負
担
や
他
の
事
業
で
使
え
た
か

も
知
れ
な
い
予
算
で
賄
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ビ
ス
が
市
民
皆
さ

ん
の
満
足
感
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

れ
ば
、
多
少
の
赤
字
は
や
む
を
得
ま
せ

ん
。
芸
術
に
接
し
た
と
き
の
感
動
、
知
っ

て
る
人
を
応
援
に
行
っ
た
と
き
の
ふ
れ

あ
い
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
に

関
わ
っ
た
と
き
の
充
実
感
や
喜
び
な
ど

は
金
額
に
は
と
て
も
換
算
で
き
な
い
か

ら
で
す
。

　
採
算
性
や
命
名
権
が
よ
く
話
題
に
な

り
ま
す
が
、
都
市
部
に
は
民
間
運
営
施

設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
都
市
部
で

は
民
間
参
入
で
き
る
分
野
で
も
、
採
算

性
が
壁
と
な
る
の
で
、
丹
波
市
で
は
公

共
が
担
っ
て
い
ま
す
。
市
に
い
な
が
ら

同
じ
よ
う
に
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
地
域
活
動
が
可
能
と
な
る
メ
リ
ッ

ト
は
、
普
段
意
識
し
な
い
だ
け
で
大
き

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、
公
共
だ
か
ら
仕
方
が
な
い

と
い
う
こ
と
で
な
く
、
赤
字
幅
を
最
小

限
に
抑
え
、
近
傍
同
種
施
設
の
統
廃
合

は
大
い
に
議
論
の
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

公
共
施
設
の
経
営
状
況
は
？

　
市
に
は
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ

ジ
ャ
ー
、
保
健
な
ど
の
目
的
を
も
っ
た
公

共
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
利
用
さ

れ
る
人
や
団
体
か
ら
使
用
料
を
い
た
だ

き
、
施
設
の
維
持
管
理
、
人
件
費
や
サ
ー

ビ
ス
に
使
わ
れ
ま
す
。
使
用
料
だ
け
で
は

こ
れ
ら
の
費
用
を
賄
う
こ
と
は
不
可
能

で
、
不
足
し
て
い
る
部
分
は
、
市
の
予
算

を
充
て
て
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
採
算
ベ
ー
ス
で
考
え
る
と
、
使
用

料
だ
け
で
は
や
り
繰
り
で
き
ず
、
全
て
赤

字
（
数
百
万
円
〜
数
千
万
円
）
と
な
っ
て

し
た
。

　
道
路
、
上
下
水
道
が
供
用
開
始

に
な
り
、
学
校
が
き
れ
い
に
な
り
、

生
活
は
快
適
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
蓄
積
さ
れ
た
社
会
資
本
を
大

い
に
生
か
し
活
力
を
生
み
出
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
市
の
財
政

対
策
と
し
て
は
、
有
効
に
予
算
を

用
い
、
繰
上
げ
償
還
を
積
極
的
に

行
っ
て
健
全
財
政
へ
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

基金　一般会計　 円　全会計　 円
起債　一般会計　 円　全会計　 円

市民一人当たり（3月末現在の人口）の基金（合
併時）と起債（3月末見込）の残高です。
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氷
上
町
香
良
に
「
ひ

か
み
障
害
者
・
児
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
や
、
そ

の
家
族
の
方
な
ど
に
対

す
る
生
活
相
談
や
福
祉

に
関
す
る
情
報
提
供
、

各
種
専
門
機
関
の
紹
介
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
障

害
の
あ
る
小
学
生
の
お
子
さ
ん
を
中
心
と
し
て
、

放
課
後
や
長
期
休
暇
に
預
か
り
、
生
活
訓
練
や
自

立
支
援
を
行
う
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
専
門

の
支
援
員
が
行
い
ま
す
。

▼
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
間
＝
月
曜
日
か
ら

　
金
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で

　（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
館
）

▼
問
合
せ
先
＝
氷
上
町
香
良
42
　
ひ
か
み
障
害
者
・

　
児
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
（
電
話
82
―
８
７
４
７
・

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
82
―
８
７
４
８
）

※
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
希
望
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
は
所
得
に
応
じ
た
利
用
者

負
担
が
必
要
で
す
。
利
用
申
し
込
み
は
、
同
セ
ン

タ
ー
ま
で
。



●奨学金給付の主な要件
　・高校及び高等専門学校に在学する方
　・低所得世帯に属し、経済的な理由によって
　　修学が困難であり、市教育委員会が別に定
　　める所得基準を超えないこと
●支給金額
　・国公立高校か国公立高等専門学校に在学す
　る方　月額9,000円
　・私立高校か私立高等専門学校に在学する方
　月額25,000円

問合せ／市教育委員会学事課（電話72-0335）

●対象者　介護保険の要介護認定（要支援を含

　む）を受けた方のうち、居宅において介護を

　受けられている方

●支給額　介護用おむつ購入費の90％に相当す

　る額とし、月額9,000円が上限

●申請方法　所定の用紙に次の書類を添えて申

　請を行ってください。

　・おむつ購入にかかる領収書（物品名の記載

　　のあるもの）

●支払方法　毎年７月、10月、１月及び４月の

　４期にそれぞれ前月末までの分を支払います。

　旧町基準により支給していた介護用おむつ購

入費は３月31日をもって廃止しました。

問合せ／春日庁舎介護保険課（電話74-1049）

　ごみ収集日と収集方法は、市役所環境整備
課発行の「ごみ分別収集カレンダー」をご覧く
ださい。

問合せ／市役所環境整備課（電話82-1292）
　　春日庁舎・各支所地域振興課

　

8



　結核予防法が改正され、ＢＣＧ
接種の対象と実施方法が変わりま
した。対象は「４歳に達するまで」
から「生後６ヶ月に達するまで」で
す。ツベルクリン反応検査を廃止
し、生後できるだけ早い時期に行うことでＢＣＧ接種がより効果的なものとなります。
　接種時期は、４ヶ月児健診と同時です。ご案内・予診票が届きましたら、指定の会場で接種し
てください。体調が悪いなど接種が受けられない場合は、春日庁舎健康課または、市役所及び各
支所地域振興課までお問い合わせください。

問合せ／春日庁舎健康課（電話74-1090）

切符を買うなら　石生、市島の両駅で！

●ＪＲ福知山線の団体利用助成制度が変わりました
　・石生、市島駅でご購入の場合は、大人１人あたり 1,200 円に。市内のその他の駅での購入の
　　場合は 800 円です。
　・下記条件の全てを満たした場合は、購入金額の10％または6％を上乗せします。
　　①80人以上　②１人あたりの購入金額が5,000円以上　③石生駅もしくは市島駅での購入　
　　④市内のいずれかの駅で乗降すること　⑤広く市内から参加者を募集すること
　　※1月・2月・3月・4月・6月・9月・11月・12月は10％(1,000円上限)、
　　　5月・7月・8月・10月は6％(600円上限)
　石生・市島駅については、市が乗車券の券売業務の委託をしており、購入金額の一部が手数料
として市の収入となります。
　※子どもの補助金の額は、大人の半額となります。

問合せ／市役所企画課（電話82-0916）

　市営駐車場の名称及び使用料金が次のとおり変更になりました。

　１回の最大利
用時間は、午前
０時～翌日の午
前０時までで、
午前０時を過ぎ
ると１回分料金
が加算されます。

問合せ／市役所財政課（電話82-0029）

9
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　平成17年度から市税（固定資産税・市県民税・国民健康保険税）の納付方法や場所が変わり
ます。

●市内各地域の平成17年度からの納付方法等の変更点

◇氷上地域・春日地域・山南地域・市島地域の方へ
　平成16年度まで集合徴収（市県民税・固定資産税・国民健康保険税の３税目を合わせて徴収
する方法）をしていましたが、平成17年度からは税目ごとの納付となり、納付時期が上記のと
おり変わります。

◇氷上地域の方へ
　氷上地域の方には納税通知書とあわせて全期前納用の納付書を送付していましたが、口座振替
の方には送付されません。口座からの全期前納を希望される方は、-市役所税務課までご連絡く
ださい。（申込期限については、各税の納税通知書の送付時にお知らせします。）

◇柏原地域、青垣地域、山南地域の方へ
・柏原地域　固定資産税の1期目が５月に、国民健康保険税の納期数が10期に変わりました。
・青垣地域　固定資産税の3期目が12月に、国民健康保険税の納期限が10期に変わりました。
・山南地域（口座振替、直接納付の方）　国民健康保険税の納期数が10期に変わりました。

※市税の納付にあたっては、便利な口座振替をぜひご利用ください。
※納期限までに納められない場合は、督促状や催告書により納付を促すことになっています。
　また、市税を滞納されますと、本来の税額のほかに延滞金を納めていただくことになりますの
で必ず納期限内に納めてください。

問合せ／市役所税務課（電話82-2003）

※納期限は、各納期の末日（月
　末が休日の場合はその翌日。
　ただし、固定資産税の12月は
　26日）となります。

●納付方法（２通り）
①口座振替　指定の口座から
　各納期に振替します。
②直接納付　市役所から送付
　される納付書で右の表の納
　付場所へ納付してください。

●納付時期及び納付場所等

※氷上、山南地域で行われてい
　た組集金は、平成16年度で廃
　止されました。
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●障害者福祉タクシー利用助成事業　　
　市内に住所がある身体障害者手帳（１級・２級）、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳をお
持ちの方で、次の要件のいずれにも該当する方に対し、外出のためのタクシー利用助成券（チ
ケット1枚620円×24枚／年）を交付します。
　・市民税所得割非課税の方
　・自動車税や軽自動車税の減免措置を受けていない方
　・施設に入所していない方

●障害児福祉手当と特別障害者手当
　在宅で精神または身体に重度の障害があるために、常時特別の介護を必要とされる障害者（児）
に対して支給される手当です。（額は平成16年実績）
　・障害児福祉手当　20歳未満で重度障害の状態にある方。支給額は月額14,430円。
　・特別障害者手当　20歳以上で著しく重度障害の状態にある方。支給額は月額26,520円。
　・支給月　２月、５月、８月、11月に、それぞれの前月までの分を支給します。
　※支給決定には、診断書や世帯の所得状況などの審査を行います。

●心身障害者扶養共済制度掛金助成事業
　県が実施する心身障害者扶養共済制度に加入した方に対し、その掛金の一部を助成します。助
成率は、次に定める割合です。
市民税非課税世帯 70％以内　 市民税均等割のみ課税世帯 50％以内 　市民税所得割課税世帯 30％以内

問合せ／春日庁舎社会福祉課（電話74-1028）

問合せ／春日庁舎障害福祉課（電話74-0222）または市役所・各支所地域振興課
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介護保険料についてのお知らせ

　平成16年度は旧町毎の介護保険料額（不均一）でしたが、平成17年度からは、市で統一保険
料額になりました。
　第１号被保険者（65歳以上）のみなさんの介護保険料額は、下記の５段階のいずれかに区分
し、８月に正式に通知します。それまでの間は、前年の保険料額を基に仮の金額で保険料を納め
ていただきます。
　なお、納付方法については、特別徴収の方は年金から保険料が天引きされ、普通徴収の方は送
付される納付書で納めていただくか、口座振替で納めていただきます。

　
介
護
相
談
員
は
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
声
を
聞
き
、
利
用

者
と
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
行
政
と

の
間
の
橋
渡
し
役
を
務
め
て
い
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
、
適

正
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
継
続
や
利
用

者
及
び
そ
の
家
族
の
権
利
擁
護
な

ど
を
進
め
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
続

け
て
い
く
た
め
の
地
域
づ
く
り

を
行
う
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
に
活
動
い
た
だ
く

介
護
相
談
員
は
次
の
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

﹇
柏
原
地
域
﹈
福
田
全
翁
、
谷
口
マ

サ
コ
﹇
氷
上
地
域
﹈
福
田
き
よ
み
、

芦
田
桂
子
、
竹
下
幸
子
、　
井
米

子
﹇
青
垣
地
域
﹈
足
立
正
、
荻
野

洋
子
、
前
田
茂
子
﹇
春
日
地
域
﹈
田

村
孝
子
、　
山
美
代
子
﹇
山
南
地

域
﹈
大
垣
美
雪
、
深
田
陽
子
﹇
市

島
地
域
﹈
青
木
征
子
、
芦
田
光
子

問合せ／春日庁舎介護保険課（電話74-1049）

　合併浄化槽の維持管理においては保守点検、清掃、検査が必要です。
　これらは、委託された業者、指定検査機関によりおこなわれるのが一般的であり、今まで保守
点検、清掃については氷上多可衛生事務組合、検査については（財）兵庫県水質保全セ
ンターにより行われてきました。
　４月１日以降は、これまで氷上多可衛生事務組合が行っていた業務が市に移管されま
した。一方、合併浄化槽の適正な維持管理を推進することを目的に浄化槽管理組合が組
織されており、各設置者の維持管理に関する負担の軽減につとめています。

問合せ／環境部施設管理課（青垣支所内、電話87－ 1001・FAX87－ 1525）

介護保険料の区分と金額介護保険料の区分と金額介護保険料の区分と金額介護保険料の区分と金額介護保険料の区分と金額
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農
地
を
転
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
に

は
、農
業
委
員
会
を
通
じ
県
知
事
の
許
可

が
必
要
で
す
が
、市
が
定
め
て
い
る
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
「
農
用
地
区
域
」

内
の
農
地
は
、転
用
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
場
合
、ま
ず
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
の
申
出
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
土
地
所
有
者
等
か
ら
農
用
地
区
域
内
の

農
地
の
除
外
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
、次

の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、市
は
除
外

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
計
画
変
更
は
、
年
２
回
（
６
・
11

月
頃
）
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
除
外
の
申
出
か
ら
計
画
変
更
ま
で
は
約

４
か
月
程
度
の
日
数
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

除
外
の
要
件

①
周
囲
の
農
地
の
集
団
性
、利
便
性
を
損

　
な
わ
な
い

②
そ
の
土
地
以
外
に
代
替
地
が
無
い

③
周
囲
の
水
路
、農
道
等
の
利
用
に
支
障

　
を
き
た
さ
な
い

④
土
地
改
良
事
業
完
了
公
告
後
８
年
を
経

　
過
し
て
い
る

　
農
地
法
５
条
転
用
申
請
と
な
る
場
合
も

原
則
除
外
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
農
業

振
興
を
図
る
上
で
、必
要
と
認
め
ら
れ
な

い
目
的
の
場
合
も
原
則
除
外
で
き
ま
せ

ん
。

　
次
回
の
計
画
変
更
の
申
出
の
締
め
切
り

は
、
５
月
末
日
で
す
。

　
農
用
地
か
ら
の
除
外
に
つ
い
て
の
ご
相

談
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
春
日
庁
舎
農
林

振
興
課
（
電
話
74
―
１
４
６
５
）
ま
で
。

ご
存
知
で
す
か
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
「
農
用
地
区
域
」

■
農
地
の
転
用
と
は

　
農
地
（
田
・
畑
）
を
宅
地
や
雑
種
地
な

ど
農
地
以
外
に
す
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
農

地
に
盛
り
土
な
ど
の
変
更
を
加
え
て
、
住

宅
・
駐
車
場
・
山
林
な
ど
に
す
る
行
為
の

こ
と
。（
土
地
に
変
更
を
加
え
な
く
て
も

農
地
以
外
の
利
用
を
す
る
こ
と
も
含
ま
れ

ま
す
。）

　国民年金の任意加入期間中に未加入の
まま障害を負い、障害基礎年金等を受けて
おられない無年金障害者の人（元学生と主
婦）に４月から特別障害給付金が支給され
ます。

●対象となる人
　下記の①または②の該当者であって、
当時任意加入していなかった期間内に初診
日があり、現在障害基礎年金1級、２級相
当の障害に該当する人

　ただし、65歳に達する日の前日までに
当該障害状態に該当された人に限ります。

　なお、障害基礎年金・障害厚生年金・障
害共済年金などを受給することができる人
は、対象になりません。

●支給額
障害基礎年金１級相当に該当する人
・月額５万円
障害基礎年金２級相当に該当する人
・月額４万円
　ご本人の所得によっては、支給が全額ま
たは半額、減額されることがあります。給
付金は、認定を受けた後、請求月の翌月分
から支給されます。

●請求手続
　４月１日から請求の受付をしています。
手続きは、春日庁舎国保・医療課（電話74-
2066）または市役所及び各支所の地域振興
課まで。

「特別障害給付金～17年４月からはじまりました」

№５

①平成３年３月以前に国民年金任意加入対象
　であった学生
②昭和61年３月以前に国民年金任意加入対象
　であったサラリーマン（厚生年金・共済組
　合の加入者）の配偶者
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い
よ
い
よ
市
と
し
て
本
格
的
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
が
、予
算
案
の
作

成
か
ら
議
決
ま
で
振
り
返
っ
て
、ど
う
い

う
思
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．
合
併
し
て
か
ら
今
日
ま
で
５
カ
月
の

間
で
、
暫
定
予
算
、
16
年
度
予
算
、
補
正

予
算
を
成
立
い
た
だ
い
て
、台
風
23
号
に

よ
る
被
害
の
復
旧
作
業
を
進
め
な
が
ら
の

平
成
17
年
度
予
算
の
編
成
作
業
で
、市
役

所
あ
げ
て
の
無
我
夢
中
の
取
組
み
で
し

た
。し
か
も
当
初
予
算
は
非
常
に
厳
し
い

内
容
で
、67
億
５
９
６
０
万
円
の
市
債
発

行
と
23
億
９
０
０
０
万
円
を
超
え
る
財

政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、旧
６
町
か
ら
持
ち
寄
り
ま
し

た
一
般
会
計
の
市
債
残
高
が
４
９
７
億

円
、市
民
１
人
当
た
り
68
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
経
常
収
支
比
率
93
・
２
％
で
、
新

し
い
施
策
に
取
り
組
む
余
地
が
殆
ん
ど
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
本
年
度

は
礎
づ
く
り
の
年
に
し
て
、『
新
生
「
丹

波
市
」
夢
と
希
望
へ
の
助
走
予
算
』
と
名

付
け
、将
来
の
財
政
の
健
全
化
に
向
っ
て

努
力
す
る
こ
と
が
私
の
責
務
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　
厳
し
い
財
政
な
が
ら
も
特
色
を

出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
最
も
注
目
し
て
ほ
し

い
事
業
は
何
で
す
か
。

Ａ
．
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い

の
は
、「
何
を
し
て
も
ら
え
る
か
」
で
は

な
く
「
市
民
と
し
て
何
が
で
き
る
か
」
と

言
っ
た
意
識
の
改
革
で
す
。
施
策
は
従

来
の
旧
町
で
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、
市

に
お
い
て
調
整
を
図
っ
て
実
施
し
て
い

き
ま
す
が
、
特
に
少
子
化
、
高
齢
化
対
策

と
地
域
づ
く
り
支
援
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。
子
ど
も
の
数
は
15
年
間
で
20
％

減
少
し
、高
齢
化
率
は
25
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
若
者
の
定
着
支
援
、
福
祉
・
障
害

者
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
配
備
の
「
お
で
か

け
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
や
小
学
校
区
毎
に

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

を
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ
く
り
を
し

て
い
た
だ
く
方
へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
が

注
目
し
て
ほ
し
い
事
業
で
す
。

　
　
　
財
政
難
に
つ
い
て
は
、今
後
ど
う

健
全
化
へ
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
か
。

Ａ
．
17
年
度
は
助
走
予
算
と
名
付
け
行

財
政
改
革
の
た
め
の
計
画
作
成
の
年
に
し

ま
し
た
。こ
の
改
革
の
中
に
は
市
の
人
員

の
削
減
や
給
料
等
の
引
き
下
げ
、
組
織
・

機
構
の
見
直
し
、経
費
の
節
減
、合
理
化
、

公
共
施
設
の
見
直
し
、事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
を
計
画
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

自
主
的
・
主
体
的
に
実
施
可
能
な
も
の
に

つ
い
て
は
、す
ぐ
に
で
も
改
革
に
向
け
た

取
り
組
み
を
開
始
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
限
ら
れ
た
財
源

で
大
き
な
効
果
」を
生
み
出
し
て
い
く
た

め
に
は
、
こ
の
行
政
改
革
を
徹
底
し
て

行
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

　
　
　『
新
生
「
丹
波
市
」
夢
と
希
望
へ

の
助
走
予
算
』
と
銘
打
ち
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
１
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

か
。

Ａ
．
こ
の
１
年
は
新
市
の
礎
づ
く
り
、

地
味
な
中
に
も
活
気
溢
れ
る
地
域
づ
く

り
が
進
む
年
と
し
た
い
で
す
。「
心
の
合

併
」
と
「
す
ば
ら
し
い
丹
波
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」
と

皆
さ
ん
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

豊
か
な
自
然
と
文
化
を
大
切
に
し
、「
住

民
主
導
・
行
政
支
援
型
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

す
ば
ら
し
い
ま
ち
は
急
に
は
で
き
ま
せ

ん
。
丹
波
市
と
言
え
ば
○
○
○
だ
と
全

国
か
ら
注
目
を
浴
び
る
に
は
、
少
な
く

と
も
10
年
の
年
月
は
必
要
で
す
。
今
後

の
10
年
間
の
総
合
計
画
を
策
定
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

知
恵
と
行
動
力
を
ぜ
ひ
発
揮
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
き
っ
と
目
標
は
達
成
で
き

ま
す
。

市誕生記念式典であいさつ

▼
と
き
＝
５
月
19
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜

　
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
＝
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
さ

　
れ
て
い
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー

　
プ
の
場
合
は
５
人
以
内
）

▼
対
話
時
間
＝
１
人
（
１
グ
ル
ー
プ
）
あ
た
り

　
20
分

▼
募
集
人
員
＝
８
人
（
先
着
順
）

▼
受
付
＝
５
月
10
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分
〜

▼
申
込
先
＝
市
市
島
支
所
地
域
振
興
課
（
電
話

　
85
―
１
０
０
１
）

▼
問
合
せ
先
＝
市
役
所
企
画
課
（
電
話
82
―
０

　
９
１
６
）
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〈
４
月
１
日
付
け
・
副
課
長
級
以
上
・（
　 

）内

は
旧
所
属
等
〉

﹇
技
監
﹈
▽
技
監
兼
建
設
部
長
（
兵
庫
県
か
ら

派
遣
）
永
井
隆
夫
﹇
部
長
﹈
▽
企
画
部
長
（
建

設
部
長
）
井
上
晴
二
﹇
課
長
﹈
▽
環
境
部
施
設

管
理
課
長
（
氷
上
多
可
衛
生
事
務
組
合
）
高
見

善
隆
▽
氷
上
多
可
衛
生
事
務
組
合
へ
派
遣

（
氷
上
多
可
衛
生
事
務
組
合
）
林
伸
幸
﹇
副
課

長
﹈
▽
建
設
部
下
水
道
課
副
課
長
兼
業
務
係

長
（
建
設
部
下
水
道
課
副
課
長
）
山
本
寿
朗
▽

消
防
本
部
予
防
課
副
課
長
兼
予
防
係
長
（
消

防
本
部
予
防
課
副
課
長
兼
危
険
物
保
安
係
長
）

藤
井
明

　■
新
規
採
用

〈
４
月
１
日
付
け
・（
　
　
）
内
は
新
所
属
〉

▽
足
立
悦
代
（
保
健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）
▽

神
谷
さ
や
か
（
同
児
童
福
祉
課
）
▽
中
西
悠

（
消
防
本
部
総
務
課
）
▽
石
橋
智
也
（
同
）
▽

植
村
彰
仁
（
同
）
▽
藤
里
武
司
（
同
）
▽
松
田

知
巳
（
教
育
部
学
事
課
）
▽
青
木
和
代
（
同
）

▽
坂
東
守
（
同
）
▽
長
井
朋
彦
（
同
）
▽
大
江

潤
（
同
）

　■
退
職

〈
３
月
31
日
付
け
・（ 

　
）
内
は
旧
所
属
等
・

敬
称
略
〉

▽
吉
竹
秀
人
（
企
画
部
長
）
▽
平
野
寿
人
（
保

健
福
祉
部
障
害
福
祉
課
）
▽
梅
垣
泰
三
（
教
育

部
学
校
教
育
課
）
▽
吉
見
悦
雄
（
総
務
部
総
務

課
）
▽
田
野
生
子
（
教
育
部
学
事
課
）
▽
藤
本

邦
子
（
教
育
部
学
事
課
）
▽
大
槻
幸
代
（
教
育

部
学
事
課
）

　平成17年度の子宮がん・乳がんの施設検診を次の内容で実施します。女性の皆さん、２年に
１回は必ず、子宮がん・乳がん検診を受けましょう。

①自己負担額は受診医療機関の窓口でお支払いください。70歳以上の方は無料です。年齢は
　検診当日時点ですので、お間違いのないようにお願いします。
②検診の後、すぐに治療できる場合がありますので、健康保険証を必ずご持参ください。
③実施期間は、平成18年 3月 31日までで通年実施です。

　柏原赤十字病院は予約制になっています。当日予約もできます。
　検診を希望される方は、直接病院へ受付時間内に来院または電話でお申し込み
ください。

《　子宮がん施設検診　実施医療機関　》

　お問い合わせ、お申し込みは春日庁舎健康課（電話74－1090）です。受診希望
月と子宮がん検診も希望されるかどうかをお知らせください。詳しい案内と日時
を柏原赤十字病院からお知らせします。お申込みは平成18年 2月末までです。

《　乳がん施設検診　実施医療機関　》
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　身体は暑ければ汗をかくし、お腹が減ればグー！と鳴ります。思いっきり遊んだ後は、「おな
かすいた！」が飛び出します。幼い頃からぐっすり眠って、たっぷり遊び、空腹を感じられるよ
うになれば、次第に食欲や生活のリズムが健康にはとても大切なことがわかるようになります。
大人の生活習慣の乱れが子どもにも影響を及ぼします。
　３歳児健診で午後10時以降に就寝する子の割合は37.4％で約４割が夜型生活の傾向にありま
す。（丹波市３歳児健診アンケートから）

　

【作り方】
①　トマトは、くし型、ピーマンは細切り、ハムは食べやす
い大きさに切る

②　油で熱したフライパンにときほぐした卵を入れ、少しか
き混ぜながら、中火でフワッと焼き、皿にとっておく

③　フライパンにピーマン・ハム・ちりめんじゃこを入れて
炒める

④　②の卵とトマトを加えてサッと炒め、卵をもどし、しょ
うゆ、塩、こしょうで味つけして皿に盛る

　おやつの食べすぎは、「偏食」「肥満」「虫歯」の原因になり、食事もおいしく食べられません。
おやつは時間と回数を決め、おなかをすかせておいしく食事をしましょう。

　家族一緒に食卓を囲み「いただきます・ごちそうさま」のあいさつをしましょう。
　父親や母親があいさつする家族の子どもは・・・
　　○あいさつをする
　　○家族と一緒に食事をする
　　○食事づくりに参加する
　　○食事の感謝を言う等、食情報の受発信をする
　　○主食・主菜・副菜の揃った食事をしている
　　○生活リズムが規則的である
　　○健康的である
　　○食事を楽しみ、いきいきしている
　※１日３回のあいさつとメリハリのある生活を。
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山
南
農
産
物
処
理
加
工
及
び
実
習
施

設
で
は
、
次
の
「
体
験
教
室
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
丹
波
の
野
山
に
自
生
し
て
い
る
薬
草

を
使
っ
て
、
世
界
中
で
た
っ
た
１
つ
し

か
な
い
あ
な
た
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

モ
ノ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

　
開
催
は
、
全
て
１
時
30
分
か
ら
で
す
。

　子どもの発育とともに外出の機会が多くなります。予防接種で免疫をつけ、伝染病にかから
ないようにしましょう。

※ 該当者には、５月初めに個別に予診票をお送りします。

問合せ先　春日庁舎健康課(電話７４－１０９０）

パンづくり体験教室
　山南で栽培した小麦を使ったパンづくり。1人あた
り６００円が必要。１０名様以上でご希望の１週間前
までにご予約ください。

▼
申
込
み
方
法
＝
各
講
座
開
催
日
の
１

　
週
間
前
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＜お詫び＞「平成17年度丹波市健康づくりカレンダー」の中で柏原木の根センターのポリオの日程に
　　　　　変更がありますので、訂正をお願いします。

ポリオ予防接種

個別予防接種

※該当者には、４月中旬に個別に予診票をお送りしています。上記日程で、ご都合のよい日に受けてくださ
い。なるべく最寄りの会場で受けていただきますようお願いします。

市内の指定医療機関で通
年実施しています。事前
に予約してください。

▼
申
込
み
・
問

　
合
せ
先
＝
山

　
南
農
産
物
処

　
理
加
工
及
び

　
実
習
施
設
　

　（
電
話
70
―

　
８
８
０
０
・

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
70
―

　
８
８
０
１
）

　

こ
の
ほ
ど
、財

団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の

平
成
16
年
度
自

主
防
災
組
織
育

成
助
成
事
業
を

活
用
し
、
市
島
地

域
の
上
垣
自
主

防
災
組
織
に
お

い
て
、
防
災
倉
庫
及
び
防
災
資
機
材
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
、
各
地
で
地
震
等
の
災
害
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
整
備
事
業

は
、
万
一
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る
自

主
防
災
組
織
の
活
動
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
普
段
か
ら
万
全
の
備
え

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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　市選挙管理委員会では、市農業委員会委員選挙を５月29日（日）
告示、６月５日（日）投・開票で実施します。
　この選挙に伴う立候補予定者説明会を次のとおり開催しますの
で、立候補を予定される方は、必ず出席してください。
と　き　５月 1 0 日（火）午後１時 3 0 分～
ところ　市氷上公民館大会議室（会場の関係上、各陣営２人以内で
　　　　出席してください。）
※投票場所や期日前投票については広報第７号（５月）でお
　知らせします。

　
児
童
手
当
は
生
ま
れ
た
日
の
翌
月
か

ら
９
歳
に
な
っ
て
最
初
の
３
月
（
小
学

校
３
学
年
終
了
前
）
ま
で
支
給
さ
れ
ま

す
。

▼
対
象
者
＝
国
内
に
住
所
が
あ
り
、
小

　
学
校
３
年
生
終
了
前
の
子
ど
も
と
同

　
居
し
、
子
ど
も
を
養
い
、
守
り
育
て
る

　
方
で
、
所
得
が
一
定
額
未
満
の
場
合

　
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
親
が
養
育
し
て

　
い
な
い
場
合
で
も
、
要
件
を
満
た
せ

　
ば
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▼
支
給
時
期
＝
申
請
日
の
翌
月
か
ら
で

　
す
。
な
お
、
手
続
き
を
し
な
い
と
受
給

　
で
き
ま
せ
ん
。

▼
所
得
制
限
で
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い

　
る
方
＝
平
成
16
年
度
に
所
得
制
限
で

　
受
給
で
き
な
か
っ
た
方
で
も
、
平
成

　
17
年
度
の
要
件
を
満
た
せ
ば
支
給
さ

　
れ
ま
す
。
17
年
度
に
新
た
に
申
請
す

　
る
場
合
は
、
春
日
庁
舎
児
童
福
祉
課
、

　
市
役
所
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

　
に
あ
る
「
認
定
請
求
書
」
に
ご
記
入
の

　
上
、
５
月
１
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で

　
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
事
由
消
滅
届
の
提
出
が
必
要
な
方

　
・
特
例
給
付
（
所
得
制
限
を
超
え
た
方

　
　
へ
の
特
例
）
の
受
給
者
で
あ
っ
た

　
　
が
、
会
社
を
退
職
し
て
厚
生
年
金

　
　
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
方

　
・
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
場
合

　
　
は
、
勤
務
先
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
　「
受
給
事
由
消
滅
届
」
を
市
、
勤
務

　
　
先
へ
は
「
認
定
請
求
書
」
を
提
出
し

　
　
て
く
だ
さ
い
。

　
・
転
出
し
た
場
合
〈
転
入
先
で
「
認
定

　
　
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

　
　
い
。〉

　
・
年
齢
要
件
が
外
れ
た
り
、
監
護
し
な

　
　
く
な
っ
た
り
、
生
計
が
異
な
る
よ

　
　
う
に
な
っ
て
支
給
対
象
と
な
る
児

　
　
童
が
い
な
く
な
っ
た
方

　「
受
給
事
由
消
滅
届
」
の
手
続
き
は
、

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
遅

れ
た
場
合
、
お
支
払
い
し
た
手
当
を
返

還
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

減
額
改
定
届
の
必
要
な
方

　
年
齢
要
件
が
外
れ
た
り
、
監
護
し
な

く
な
っ
た
り
、
生
計
が
異
な
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
な
ど
に
よ
り
支
給
対
象
と

な
る
児
童
数
が
減
っ
た
場
合
は
減
額
改

定
届
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が
遅
れ
る

と
、
お
支
払
い
し
た
手
当
を
返
還
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
所
変
更
届
の
必
要
な
方

　
市
内
で
住
所
を
変
更
し
た
と
き
、
ま

た
は
養
育
し
て
い
る
児
童
の
住
所
を
変

更
し
た
場
合

氏
名
変
更
届
の
必
要
な
方

　
受
給
者
、
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
児

童
の
名
前
を
変
更
し
た
場
合

▼
認
定
請
求
に
必
要
な
添
付
書
類

　
①
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
、

　
　
ま
た
は
、年
金
加
入
証
明
書〈
受
給

　
　
者
が
会
社
員
（
厚
生
年
金
等
に
加

　
　
入
し
て
い
る
方
）
等
で
あ
る
場
合
〉

　
②
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
、
そ

　
　
の
年
の
１
月
１
日
に
市
内
に
住
所

　
　
が
な
か
っ
た
方
は
（
１
月
分
〜
５

　
　
月
分
の
手
当
の
認
定
請
求
の
場
合

　
　
は
、
前
年
の
１
月
１
日
に
市
内
に

　
　
住
所
が
な
か
っ
た
方
）
前
住
所
地

　
　
の
市
区
町
村
が
発
行
す
る
児
童
手

　
　
当
用
所
得
税
額
証
明
書
が
必
要
。

　
③
児
童
と
住
所
が
違
う
場
合
は
、別
居

　
　
・
監
護
の
届
出
と
児
童
の
住
民
票
が

　
　
必
要

▼
問
合
せ
先
＝
春
日
庁
舎
児
童
福
祉
課

　（
電
話
74
―
１
６
０
１
）
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県
で
は
、
障
害
者
が
提
示
し
や
す
い
手
帳
の
工
夫

と
、
障
害
を
種
類
で
区
分
し
な
い
意
識
づ
く
り
を
図
る

た
め
、
障
害
者
手
帳
の
統
一
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
手
帳
カ
バ
ー
の
色
が
４
月

か
ら
赤
色
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

現
在
「
療
育
手
帳
」
や
「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　
行
政
相
談
委
員
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
あ

る
い
は
要
望
等
に
つ
い
て
、
そ
の
解
決
や
改
善
を
図
る

た
め
住
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
窓
口
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
毎
月
の
定
例
相
談
の
ほ
か
、
電
話
相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
４
月
１
日
付
け
で
、
次
の
６
人
が
行
政
相
談
委
員
と

し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

・
上
田
　
義
丸
　
柏
原
町
田
路
（
電
話
72
―
１
４
７
５
）

・
川
口
ま
さ
ゑ
　
氷
上
町
成
松
（
電
話
82
―
２
６
２
４
）

・
生
田
ま
り
子
　
青
垣
町
遠
阪
（
電
話
88
―
０
０
０
２
）

・
近
藤
　
唯
夫
　
春
日
町
国
領
（
電
話
75
―
０
５
８
４
）

・
椿
野
　
　
榮
　
山
南
町
谷
川
（
電
話
77
―
１
８
９
３
）

・
谷
垣
　
悦
子
　
市
島
町
乙
河
内
（
電
話
85
―
０
８
３
５
）

帳
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
市
役
所
・
春
日
庁
舎
・
各
支

所
で
手
帳
カ
バ
ー
の
交
換
を
行
い
ま
す
。
な
お
、「
身
体

障
害
者
手
帳
」
の
カ
バ
ー
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
交

換
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
春
日
庁
舎
障
害
福
祉
課(

電
話
74

―
０
２
２
２)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
本
人
の
知
ら
な
い
間
に
「
転
出
届
」
や
「
転
入
届
」
と

い
っ
た
住
民
異
動
届
が
出
さ
れ
る
事
件
が
全
国
的
に
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
虚
偽
の
届
出
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
住
民
異
動
届
出
時
に
窓
口
で
本
人
確
認
を
い
た

し
ま
す
。
届
出
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
は
、新
た
な
ご
負
担

を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
届
出
＝
す
べ
て
の
住
民
異
動
届

▼
本
人
確
認
の
方
法
等
＝
官
公
署
等
が
発
行
し
た
証
明

　
書
や
書
類
等
で
、
氏
名
や
住
所
が
確
認
で
き
る
も
の

　
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。
口
頭
で
質
問
さ
せ
て
い

　
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、窓
口
で
本
人
確
認

　
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
届
出
が
あ
っ
た
こ
と
を
郵

　
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
＝
市
役
所
市
民
課
戸
籍
住
民
係
（
電
話
82

 

―
２
０
０
２
）
及
び
春
日
庁
舎
・
各
支
所
地
域
振
興
課

　
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
時
は
、
新
し
く

市
の
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
新
し
い
登
録
カ
ー
ド
の
切
替
は
、本
人
が
、現
在
お
持

ち
の
印
鑑
登
録
カ
ー
ド
と
登
録
印
鑑
を
添
え
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
代
理
の
方
が
申
請
さ
れ
る
時
は
、登
録
カ
ー
ド
・
登
録

印
鑑
・
代
理
人
選
任
届
・
代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

▼
日
時
＝
６
月
６
日
（
月
）・
７
日
（
火
）

▼
場
所
＝
市
消
防
本
部

▼
申
込
期
間
＝
４
月
25
日
（
月
）
か
ら
６
月
３
日
（
金
）

　
ま
で
（
受
付
は
、
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼
定
員
＝
50
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
問
合
せ
先
＝
消
防
本
部
予
防
課
（
電
話
72
―
２
２
５
　

　
５
）

　
切
替
は
、
市
役
所
、
春
日
庁
舎
、
各
支
所
、
出
張
所
の

い
ず
れ
で
も
で
き
ま
す
。
切
替
に
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、切
替
の
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、登
録
カ
ー
ド

あ
る
い
は
登
録
印
鑑
の
ど
ち
ら
か
が
な
い
時
は
、
新
規

登
録
と
な
り
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の

場
合
は
登
録
手
数
料
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
せ
先
＝
市
役
所
市
民
課
戸
籍
住
民
係
（
電
話
82

 

―
２
０
０
２
）
及
び
春
日
庁
舎
・
各
支
所
地
域
振
興
課
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　認知症の予防に向けて小さ
なことから努力を。
　高齢になると、誰でも多か
れ少なかれ、物忘れの症状が
出てきます。これは老化に伴
う生理的なものですから、心
配はいりません。例えば、質問
項目の「同じ話を無意識にく
り返す」の問いが１点でも、繰
り返し同じ話をしないように
と気にかけて日々すごす努力
も必要ですね。お問い合わせ
は、春日庁舎介護保険課（電話
74-1049）まで。

点数
「ほとんどない」→０点
「ときどきある 」→１点
「ひんぱんにある」→２点

判定（合計点）
０～８点→正常
９～13点→要注意
14～20点→認知症の始まり？

「認知症」の初期症状をチェックしてみましょう ～大友式認知症予測テストから～

　
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
行
政
に
関

す
る
重
要
な
事
項
を
審
議
す
る
た

め
、
市
民
、
事
業
者
、
学
識
経
験

者
な
ど
で
構
成
す
る
市
廃
棄
物

減
量
等
審
議
会
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
審
議
会
に
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
、
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
、
４
月

　
１
日
現
在
満
20
歳
以
上
の
方

▼
募
集
人
員
＝
２
人

▼
任
期
＝
２
年
間

▼
内
容
＝
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

　
ル
手
法
な
ど
、
効
果
的
な
ご
み

　
減
量
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
、

　
そ
の
仕
組
み
と
は
何
か
に
つ

　
い
て
な
ど
、
市
長
か
ら
の
諮
問

　
に
基
づ
き
、
様
々
な
見
地
か
ら

　
審
議
し
、
答
申
を
行
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
応
募
用
紙
に
住

　
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別

　
及
び
年
齢
、
現
在
の
職
業
、
活

　
動
経
験
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　
動
、
各
種
団
体
等
で
の
活
動

　
等
）、
申
込
み
の
動
機
（
ご
み

　
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

　
し
て
、
今
後
検
討
す
る
べ
き
事

　
項
に
つ
い
て
、
市
の
現
状
を
も

　
と
に
、
あ
な
た
の
お
考
え
を
１

　
０
０
０
字
以
内
で
お
書
き
く

　
だ
さ
い
。）
を
書
い
て
、
市
役

　
所
環
境
整
備
課
・
春
日
庁
舎
・

　
各
支
所
地
域
振
興
課
へ
直
接

　
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙

　
は
、　
市
役
所
、春
日
庁
舎
、各

　
支
所
に
あ
り
ま
す
。

▼
応
募
期
間
＝
４
月
25
日
（
月
）

　
〜
５
月
13
日
（
金
）

▼
委
員
の
選
考
＝
委
員
の
選
考

　
は
書
類
選
考
を
原
則
と
し
、
書

　
類
選
考
に
よ
り
判
定
の
つ
か

　
な
い
場
合
は
、
抽
選
を
行
い
ま

　
す
。
選
考
の
結
果
は
、
文
書
で

　
通
知
し
ま
す
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所

　
環
境
整
備
課

　（
電
話
82
―
１

　
２
９
２
）
ま

　
で
。
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市
営
住
宅
松
ケ
端
団
地
が
完
成
し
ま
し

た
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
建
設
部
住
宅
課

（
各
支
所
・
地
域
振
興
課
で
も
可
能
で

す
。）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ
＝
松
ケ
端
団
地(

山
南
町
玉
巻

　
１
５
６)

３
月
末
完
成

▼
構
造
＝
木
造
２
階
建
３
Ｄ
Ｋ
住
宅

▼
所
得
月
額
＝
政
令
月
額
20
万
円
以
内

▼
家
賃
＝
所
得
に
よ
り
決
定
。(

毎
年
の

　
申
告
が
必
要
で
所
得
区
分
に
応
じ
て

　
変
動
し
ま
す)

▼
敷
金
＝
家
賃

　
の
３
ケ
月
分

▼
募
集
戸
数
＝

　
３
戸
（
予

　
定
）

　
　
別
途
、
光

　
熱
水
費
・
共

　
益
費
負
担
や

　
自
治
会
（
松

　
ケ
端
団
地
）

　
へ
の
加
入
等

　
が
必
要
に
な

　
り
ま
す
。

▼
入
居
資
格

　
①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

　
　
う
と
す
る
親
族
の
あ
る
方

　
②
連
帯
保
証
人（
２
人
・
市
内
在
住
者
）

　
　
の
あ
る
方

　
③
市
税
の
滞
納
が
な
い
方

　
④
団
地
及
び
周
辺
地
域
で
円
滑
な
共

　
　
同
生
活
を
営
む
こ
と
の
で
き
る
方

▼
受
付
期
間
＝
５
月
10
日(

火)

〜
５
月

　
25
日(

水)

▼
入
居
者
の
決
定
＝
資
格
審
査
後
、
抽

　
選
、
そ
の
他
公
正
な
方
法
に
よ
り
決

　
定
し
ま
す
。

▼
入
居
予
定
時
期
＝
６
月

　
家
賃
は
所
得
に
よ
り
決
定
し
、(

毎

年
の
申
告
が
必
要
で
所
得
区
分
に
応

じ
て
変
動
し
ま
す
。)

応
相
寺
団
地
の

み
、
義
務
教
育
終
了
前
の
子
供
が
同

居
さ
れ
る
場
合
は
一
人
に
つ
き
月
額

５
０
０
０
円
の
控
除
が
あ
り
ま
す
。

◎
別
途
、
駐
車
場
料
・
共
益
費
等
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
入
居
資
格

　
①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

　
し
よ
う
と
す
る
親
族
の
あ
る
方

　
②
連
帯
保
証
人
（
２
人
・
市
内
在

　
住
者
）
の
あ
る
方

▼
受
付
期
間
＝
随
時

▼
入
居
者
の
決
定
＝
資
格
審
査
後
決

　
定
し
ま
す
。

▼
入
居
決
定
時
期
＝
随
時

▼
そ
の
他
＝
団
地
ご
と
に
入
居
条
件

　
が
あ
り
ま
す
。

●
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

●申込み・問合せ先　春日庁舎住宅課（電話74―2364）
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
各
小
中
学
校
区
で
「
生
き
方

を
育
む
校
区
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
市
内
25
小
学
校

区
、
７
中
学
校
区
で
、
地
域
の
大
人
が
一
緒
に
な
り
「
い

の
ち
と
人
権
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
」
校
区
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

▼
事
業
の
内
容

  

　
学
習
会
、
講
演
会
、
青
少
年
活
動
、
あ
い
さ
つ
運

　
動
、
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
体
験
学
習
、
人
権
啓

　
発
学
習
、
親
子
活
動
、
子
ど
も
会
議
、
文
化
伝
承
活

　
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
々
、
校
区
委
員
会
で
計

　
画
し
て
年
間
を
通
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
事
業
の
対
象

　
　
活
動
の
中
心
を
子
ど
も
（
主
に
小
・
中
学
生
）
と

　
し
、
地
域
の
す
べ
て
の
方
が
対
象
で
す
。

▼
校
区
委
員
会

　
　
活
動
支
援
組
織
と
し
て
、子
ど
も
の
健
全
育
成
、人

　
権
教
育
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方
、
Ｐ

　
Ｔ
Ａ
、
地
域
協
力
者
を
中
心
に
教
職
員
、
行
政
職
員

　
に
よ
り
「
校
区
委
員
会
」
を
各
校
区
で
構
成
し
事
業

　
展
開
を
図
り
ま
す
。

　
　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
教
育
委
員
会
人
権
教
育
指

　
導
室（
電
話
72
―
０
３
３
５
）、各
公
民
館
事
務
局
ま
で
。

《前売券販売所》
春日総合運動公園、春日公民館、市内各町商工会、柏原町観光案内所、アルティ、長田屋製菓舗、荻野
酒店(春日町多田)、ヤマザキショップおぎの、二三八商店、理容ハラダ、ピュアスポーツ柏原、篠山観
光案内所、福知山市民体育館、ＳＳＣチケットセンター
《問合せ先》
春日公民館内「春のイベント実行委員会事務局」（電話74-0225）・春日総合運動公園（電話75-1030）

C  M.ESAKA/CW
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図書券寄贈のお礼　氷上町横田　井上妙子様

　
市
内
に
は
、
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
、

指
定
文
化
財
は
国
・
県
・
市
あ
わ
せ
て
２

８
３
件
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
文
化
財
の
調

査
・
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
指
導
・
助
言

を
い
た
だ
く
た
め
に
、
歴
史
・
文
化
財
に

詳
し
い
旧
町
文
化
財
審
議
委
員
か
ら
６
人

と
、
建
築
・
民
俗
・
美
術
工
芸
・
考
古
の

各
専
門
分
野
で
現
在
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
計
10
人
に
お
願
い
し
、
こ
の
た
び
、

み
だ
し
の
両
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。両

委
員
は
、職
務
の
内
容
が
多
く
の
部
分
で

重
複
す
る
こ
と
か
ら
、当
面
兼
務
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
、任
期
は
平
成
18
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

　
委
嘱
し
ま
し
た
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

　
青
木
俊
夫
　
芦
田
史
朗
　
植
野
浩
三
　

　
奥
平
俊
六
　
久
下
隆
史
　
澤
　
良
雄
　

　
高
岡
　
豊
　
千
種
正
裕
　
中
尾
　
巌
　

　
村
上
完
二

　
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
子
育
て

中
の
保
護
者
同
士
の
交
流
や
、
情
報
交

換
の
場
と
し
て
左
記
の
日
程
で
市
内
各

セ
ン
タ
ー
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

▼
と
き
＝
５
月
11
日(

水)

午
前
10
時
30

　
分
〜

▼
と
こ
ろ
＝
春
日
文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容
＝
人
形
劇

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
柏
原
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
電
話
72
―
４
７
４
７
）

　
氷
上
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
電
話
82
―
１
０
０
１
〈
代
表
〉）

　
青
垣
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
電
話
87
―
１
９
１
９
）

　
春
日
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
電
話
74
―
３
０
４
０
）

　
山
南
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
電
話
77
―
３
１
６
０
）

　
市
島
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
電
話
85
―
３
０
３
０
〈
代
表
〉）
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　市各公民館では学びと交流の場として下記の教室を予定しています。受講を希望される方は、
各公民館事務局までお申し込みください。なお、現在日程等が決定している教室のみ掲載してい
ますが、ほかの教室・講座についても、今後、市広報紙で掲載していきますので、その際には多
数の方のお申し込みをお願いします。万一内容変更がある場合は、ご容赦ください。
柏原公民館

　
市
で
は
、
地
域
で
活

躍
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ア
マ

チ
ュ
ア
舞
台
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
、
６
ジ
ャ
ン

ル
の
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
ま
す
。

　
各
フ
ェ
ス
タ
の
出
演

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
広
報
、
市
教
育
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
新

聞
記
事
な
ど
で
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
育
成
支

援
事
業
実
行
委
員
会
事

務
局
（
電
話
85
―
３
０

３
０
・
市
島
公
民
館
内
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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春日公民館

氷上公民館

　

　留守などで、防災行政無線放送（市役所からのお知らせ）を聞き逃した場合でも、春日
庁舎及び柏原支所の下記の番号（電話応答装置）にお電話いただくと、録音された放送内
容をお聞きいただくことができます。その他、丹波市のホームページにも放送内容を掲載
していますのでご利用ください。

※全市放送のほか、春日地域放送または柏原地域放送の内容も録音されています。

　
児
童
館
で
は
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
子
育
て

中
の
保
護
者
の
子
育
て
・
孫
育

て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。ピ
ア

ノ
講
師
中
村
美
穂
先
生
の
指

導
で
童
謡
や
季
節
の
歌
を
う

た
っ
た
り
、
み
ん
な
で
手
遊

び
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
親
子
、
祖

父
母
と
孫
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
と
き
＝
５
月
か
ら
毎
月

・
こ
う
が
や
ま
児
童
館(

第
２

　
火
曜
日)

・
し
ろ
や
ま
児
童
館(

第
４
火

　
曜
日)

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
募
集
数
＝
20
組

▼
締
切
＝
５
月
10
日
（
火
）

　
お
申
し
込
み
、
お
問
い
合

わ
せ
は
、こ
う
が
や
ま
児
童
館

（
電
話
82
―
８
６
２
０
）、し
ろ

や
ま
児
童
館

（
電
話
82
―

０
８
４
３
）

ま
で
。
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３
月
27
日

（
日
）、
幻
の

街
道
と
い
わ

れ
る
県
道
追

入
市
島
線
の

瓶
割
（
か
め

わ
り
）
峠

で
、
同
峠
を

は
さ
ん
で
隣

接
す
る
国
領

区
（
春
日
地

域
）
と
篠
山

市
大
山
地
区

が
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。

　
同
峠
は
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
車
両
通
行
不
能

な
道
で
、
最
近
で
は
荒
れ
て
い
ま
す
。
現
在
同
峠

に
は
、
春
日
町
と
丹
南
町
の
旧
町
境
看
板
が
あ
り

ま
す
が
、
丹
波
市
と
篠
山
市
の
市
境
看
板
は
な
い

こ
と
か
ら
、
今
回
大
山
地
区
の
呼
び
か
け
に
応
じ

た
国
領
区
と
交
流
会
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　「
丹
波
市
」
の
看
板
は
国
領
区
が
、「
篠
山
市
」

の
看
板
は
大
山
地
区
が
と
も
に
手
作
り
し
、
こ
の

日
、
両
地
区
あ
わ
せ
て
80
人
が
参
加
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
度
か
ら
架
け
替
え
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
た
、
氷
上
町
朝
阪
の
県
道
福
知
山
山
南
線
「
夫
婦

橋
」
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
３
月
27
日
、
地
元
住
民
や
工

事
関
係
者
ら
約
１
４
０
人
が
出
席
し
開
通
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
「
夫
婦
橋
」
は
、
長
さ
96
メ
ー
ト
ル
、
幅
員

11
メ
ー
ト
ル
で
、
５
代
目
の
橋
と
な
り
ま
す
。
式
典

は
、
勇
壮
な
白
山
太
鼓
の
演
奏
に
始
ま
り
、
親
柱
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
や
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
渡
り
初
め

な
ど
が
あ
り
、
新
し
い
橋
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
第
６
回
全
国
高
等
学
校
女
子
硬
式
野
球
選
抜
大
会

が
３
月
31
日
か
ら
４
月
３
日
ま
で
、市
島
町
中
竹
田

の
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ア
い
ち
じ
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
６
チ
ー
ム
が
出
場
し
、女
子
高
校
生
選

手
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
は
、
埼
玉
栄
（
埼
玉
県
）
と
神
村
学
園
（
鹿

児
島
県
）
と
の
戦
い
と
な
り
、
延
長
戦
に
突
入
。
結

果
は
５
対
４
で
埼
玉
栄
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
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お誕生おめでとうございます
 赤ちゃん（ふりがな）     保護者　    住  所

お悔やみ申し上げます
　氏　名　　　　　　年 齢　　　　   住  所

（２月・３月届出順・敬称略）

藤原　愛彩 あいさ
藤田　　柊　しゅう
古寺　華花 はなか
徳田　彩花 あやか
上田　雅人 まさと
福澤　莉聖 りと
福澤　莉羅 りら
中川　祥汰 しょうた
樋口　陽大 ようだい
中能　歩夢 あゆむ
若林　春華 はるか
中野　心楽 ここら
柴　　拓誠 たくと
寺田　璃音 りお
三原　煌夜 こうや
大垣　萌々 もも
荒木　思美 ことみ
阪本　翔吾 しょうご
足立　悠成 ゆうせい
石井　海結 みゆ
池田　陽斗 はると
小谷　　駿 しゅん
益満　虎徹 こてつ
德田　隆汰 りゅうた
乾　　晴輝 はるき
水本　涼介 りょうすけ
溝口　　随 すすむ
高橋　國光 くにみつ
近藤　羽奏 わかな
婦木　麻央 まお
岡田　萌那 もえな
久下　真佳 まなか
伊藤さくら さくら
西安　由莉 ゆうり
能　　日菜 ひな
高階　萌加 もえか
足立　悠真 ゆうま
宮垣紫咲蘭 しえら
服部　志野 しの
垣﨑　千尋 ちひろ
辻本　　茜 あかね
長井　心路 こころ
山下　愛理 あいり
根木　咲羽 さわ
中川　陸人 りくと
常石　彩加 あやか
上田　　輝 ひかる
八尾　帆美 ほのみ
柿渕　柚貴 ゆずき

氷上町稲継
春日町小多利
市島町上竹田
柏原町田路
柏原町田路
柏原町北中
柏原町北中
柏原町見長
柏原町見長
氷上町石生
春日町黒井
山南町和田
青垣町稲土
柏原町南多田
春日町黒井
山南町村森
市島町梶原
春日町多田
青垣町西芦田
山南町和田
山南町前川
青垣町佐治
市島町酒梨
柏原町母坪
氷上町石生
柏原町南多田
春日町黒井
氷上町新郷
春日町柚津
春日町野村
山南町上滝
春日町柚津
柏原町南多田
市島町喜多
柏原町挙田
山南町西谷
氷上町稲畑
氷上町石生
氷上町石生
氷上町柿柴
市島町与戸
春日町黒井
氷上町石生
氷上町成松
春日町牛河内
市島町中竹田
柏原町田路
氷上町長野
春日町野村

成幸
充
雅也
陽一郎
知宏
洋司
洋司
健
博康
慎哉
淑人
五生
弘樹
信也
英憲
匠吾
義浩
賢二
嘉彦
雄一郎
英行
浩二
真一
克彦
秀雄
圭一
浩治
章尚
満則
育雄
智之
俊行
憲司
一基
将人
篤正
嘉久
良一
圭
真澄
和哉
誠
篤
健
芳史
豊
大作
篤
康之

山本すみ子
足立　ふゆ
田中　　剛
山根志づゑ
谷澤みつ子
奥田　英貴
余田こぎん
足立　　勇
岡林ソノヱ

85歳
89歳
70歳
87歳
92歳
42歳
95歳
80歳
78歳

春日町棚原
氷上町小谷
山南町北和田
山南町上滝
春日町黒井
山南町金屋
市島町酒梨
春日町中山
山南町草部

廣瀬　勝一
大崎　　保
山本　昭吉
　岡　きい
秋山　　奬
髙野　欣二
吉見　　子
木寺　三夫
蘆田九右　門
高畑榮太郎
亀井　げの
見田　冨子
植木　益榮
足立　誠治
中道よしみ
髙松　英雄
足立　節枝
田川亀之助
本田　悦雄
前畑　泰子
平岡千代子
松尾　宗行
河南　勝巳
前田　貞二
上島　節子
久下　　貢
板垣　　武
上田　清子
上田　　昌
足立　光子
足立かづゑ
田口　　修
柴原　光史
竹安　數江
古川志げの
　見みち子
大槻あずみ
荻野　五郎
谷垣登喜子
横井　　實
田村　利通
　野さわの
衣笠　勲代
飛田　　勉
足立ミツエ
古寺良太郎
岡田　道代
櫻井　茂則
村中みさゑ
吉見ゆりの
吉竹　博子
中澤　　登
中尾　しげ
里　ちよこ
上嶋　岩雄
畑　　勝子
藤原　末子
小田　知尊
久下きしの
足立　　　
藤原伴治郎
井上　　功

66歳
87歳
73歳
95歳
75歳
79歳
88歳
82歳
90歳
91歳
91歳
91歳
80歳
80歳
82歳
90歳
81歳
91歳
72歳
67歳
84歳
77歳
88歳
96歳
76歳
79歳
82歳
83歳
72歳
76歳
98歳
81歳
45歳
88歳
83歳
89歳
92歳
72歳
55歳
82歳
60歳
86歳
64歳
74歳
79歳
87歳
72歳
72歳
88歳
95歳
57歳
87歳
82歳
95歳
74歳
62歳
90歳
87歳
93歳
72歳
90歳
75歳

山南町井原
市島町喜多
柏原町東奥
氷上町西中
春日町柚津
市島町徳尾
市島町下竹田
市島町上牧
青垣町栗住野
山南町大谷
柏原町南多田
氷上町香良
氷上町大谷
春日町多田
山南町西谷
市島町北奥
青垣町遠阪
春日町鹿場
氷上町上新庄
市島町東勅使
柏原町柏原
氷上町石生
春日町栢野
柏原町北中
氷上町石生
山南町池谷
山南町和田
柏原町柏原
氷上町谷村
山南町井原
氷上町石生
柏原町北山
春日町七日市
柏原町大新屋
青垣町沢野
市島町中竹田
市島町南
柏原町柏原
氷上町市辺
青垣町大名草
青垣町惣持
山南町小野尻
山南町坂尻
柏原町柏原
氷上町香良
春日町野村
市島町上竹田
柏原町下小倉
山南町和田
市島町中竹田
市島町市島
市島町中竹田
氷上町新郷
氷上町石生
氷上町本郷
春日町下三井庄
山南町梶
柏原町東奥
春日町棚原
青垣町沢野
山南町和田
市島町上竹田
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